
廃熱を冷風にする装置

風を操作するプレート

背面と同じように上面も設備置場になっていた

状況が改善され、木々が河川空間を浄化する。

設備ファサードとして、はりつく建築物から

パイプスペースを受け入れる。

配管距離を短縮した室外機を同一方向にまとめ、廃熱を冷風

に変換する装置を取り付ける。その発生させた冷風と定常風

を混合し、新たな風の流れを河川空間に作り出す。

護岸化によって失われた親水空間に変わる河川空間の価値を、連続した設備ファサードによって創り出す。

単一のデザインが連続することによって奥行きと連続性を持った風景が生まれ、さらにそれらがあたかも

自ら呼吸するかのように空気を浄化することで良質な風環境を生み出し、新たな河川空間として再生する。

2006年度　日本建築学会設計競技「近代産業遺産を生かしたブラウンフィールドの再生」

古来、河川空間は日本人にとっ

て、風・水・緑などの自然要

素により形作られた快適な居

場所であり、庶民にとっての 

重要な公共空間であった。

　 　 　 　 　

現代都市における河川空間は都市の高密化に伴い、排水路として造成・高効率機能化された。結果、かつて河川の持っていた風や

水を生かした快適性をもたらす空間としての魅力は著しく失われた。また、空間自体も幹線道路・鉄道などの都市の「表」の要素

にたいし、「裏」となってしまった。

都市河川空間とは都市の成長のなかで高密な「表」により「裏」へと追い遣られ、棄ち捨てられたブラウンフィールドである。　

本案はこのブラウンフィールドに対し、河川空間を低魅力化している周辺を構成する近代産業により作られた要素全体を捉え、  

空間操作を加えることにより河川としての価値・空間の再生を提起する。   

渋谷川は渋谷駅東口前広場で暗渠から開渠に切り替わり。開渠化す

る稲荷橋以南では、明治通りと渋谷川の間の奥行きのない敷地に細

長いヴォリュームの複合ビルが建ち並ぶ。これらの建物は明治通り

側に正面を構えているため、必然的に渋谷川側は裏となっている。

複合ビル群が画一的に建つ側の対岸では

[A - A’ ]建築物の背面が河川側に連続する場所

[B - B’ ]東急東横線高架が連続する場所　

[C - C’ ]公園などのオープンスペース　

というような変化に富んだコンテクストの連続を見ることができる。

- 呼吸する川 -
respiration <res・pi・ra・tion> n. 呼吸、呼吸機能、呼吸器系統

敷地として選んだ渋谷川はかつ

て５０あまりの湧水を水源とす

る豊かな河川であり、江戸時代

には開削工事を行うことで、農

工業用水として利用されたり、

水上運輸・流通の拠点として機

能していた。

しかし都市の近代化にの過程で、

その水源のほとんどが失われ、

流量が不足してしまったため、

豊かな空間性とともに公共性も

失われてしまった。

現在は流域のほぼ全体が護岸と

して造成され、部分的に暗渠化

されている。　　　　

選定敷地である渋谷の南側は

典型的な護岸状河川である。

上流の落合処理場から高度処

理水が常時供給され、河川流

量は不安定ながらも、通水河

川としての機能をなんとか保

っている状態である。

光・風・水などの自然要素によって形成され、人々に利用されてき

た河川空間は、近代産業により周辺が都市化するにつれて、その空

間の意義に変化を余儀なくされた。　高密な都市において洪水対策

機能に特化された河川は、ほとんどの時間において余剰空間として

扱われている。また、こうした環境を省みず都市を土木・建築物で

被覆する 20 世紀的な開発は都市の温暖化や浸水災害等の問題を生

み出している。このようにして作り出された都市自体がもはや近代

産業遺産と言っても過言ではない。

本案ではこのような手法によって作り出された現代都市＝近代産業

遺産によって再生困難な河川空間＝ブラウンフィールドを都市の呼

吸器官としての空間の読み替えを行うことにより、再生するもので

ある。河川がもつチューブ状の空間は海から都市の奥深くへと貫入

するという特性をもっており、その空間の連続のおかげで高密な都

市のなかでも良好な通風が得られる。また様々な都市要素が河川空

間の際まで侵入し、そのチューブ状の空間をよりいっそう強調して

いる。都市が河川側に表出させるモノは都市機能を支える設備機器

で集中的に覆われ雑多な風景の要因の一つになっている。これらの

設備機器を再配置し、排気・廃熱を処理する操作を連続的に行う呼

吸するファサード、呼吸するチューブ空間をつくりだすことで、都

市空間として機能する新たな風景をもった河川空間が創出される
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アクアファイバー全体には上から散水されることで、パイプ

状のコア（以下コア）表面には常に水が供給される。アクア

ファイバーを構成するコアは両端を塞ぎコア内部の空気を密閉

することで、コア単体で高い熱容量を持つ。　　　　　　　　　　

　 　

空調室外機からは熱気を伴う強風が吹き出してくる。その風は

コアの隙間を通過し、コア表面の水が気化することでコアから

気化熱を奪う。　熱風からの受熱より気化熱による放熱のほうが

圧倒的に大きい為、結果としてコアは気化熱により冷却され、

常に冷たい状態が保たれる。冷たいコアが集積することで、

アクアファイバー全体は冷気のヴォリュームを纏うことになる。

室外機から排出される熱風はアクアファイバーの冷気と熱交換

しながら通過し、十分冷却されたのち、外部へと排出される。　　　

　 　 　 　 　 　

以上のサイクルが定常状態として繰り返されることで、アクア

ファイバーは室外機からの熱風を冷風に変換し、外部に排出

するシステムとして成立する。　　　　　　　　　　　　　

川に沿って連続するファサードは垂直に細長い一枚の曲面が

次 と々連続することにより造られる。            　　　　　　　　　

　
ファサードは既存建物の河川側立面から支持するブラケット

を片持ちで取り出し、ファサードを河川側に持ち出す。

ファサードは「エアフィン」と呼ばれる曲面と「アクアファイバー」

と呼ばれるラジエター形状の面の 2 面によって構成される。　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

《サーモグラフィ》低温の空気通路を通過する熱風の様子

アクアファイバー　冷却システム図

アクアファイバー　立断面図ファサード構成図

風車翼の風の流れ

ファサード素材

飛行機や風車の翼の断面形状はコアンダ効果に基づきそれ

ぞれに合理的な形状を持つ。コアンダ効果とは流れの中に物体

を置いたときにその物体に沿って流れようとする流体の性質で

あり、風の流れの中にまっすぐ翼を置くと翼に沿って空気が

集まる。これは流体の粘性と摩擦抵抗の影響である。

「エアフィン」は飛行機ではなく、風車の翼下部の断面形状を

模した形状をしている。　「エアフィン」は一つ前の「アクア

ファイバー」から出される冷風を集めながら順方向に流し、

最後の部分でその風を剥離し、河川の中央へと放つ。

「エアフィン」は空気を透過する荒めのメッシュメタリック素材

でできている。　多孔素材であるので表面に対して垂直方向に

は高透過であり、表面に対し角度がつくとほぼ平滑な面として

見える。　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　      

空調室外気が必要とする空気は「エアフィン」の面全体で吸気

し、「アクアファイバー」を透して排気する。排出された

冷気は次のアクアファイバーの表面に沿って抵抗無く流れる。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ファサード平面形状イメージ
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アクアファイバー：
sust.Φ=25　t=1.5
端部 sus 無垢棒塞ぎ

sust.Φ=7　
溶接

コア 室外機からの熱風排出される冷気

河川の両岸に沿って連続するファサードは様々な要素と隣接する。

それらを無視するような現在の一様なコンクリート護岸や雑多な景

観に対し、本案では都市要素に応答したファサードの素材と形態を

提案する。　　       　             　　

平面的な曲線を持つファサードに断面方向にも曲面状のくぼみを

設けた。これをらせん状に配置することにより、呼吸器官として転生

された新たな河川空間の風景をつくりだした。

またオープンスペースや構築物が河川空間を形成している場所につ

いては、ガラス等の透明な素材を用いることで、立面に濃淡をつけな

がらも、ヴォリュームとして連続性を保つようにした。

設備機器に支配されていた建物の屋上空間は開放され、緑化され

た屋上庭園が川沿いに連続することで都市の上空に新たな活動が

みられるようになる。        　　　　　　　　　　　　　　
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B-B’ 高架

A-A’ 両岸建物


